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道府県・政令市名【 福岡県 】        築上町立椎田中学校 

１実践テーマ 【 Ⅰ 】 

２実施対象者 築上町立椎田中学校 ３年生７５名   

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 保健体育科 ） 

② 行事名（        ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

 車椅子バスケットを通して、障がい者スポーツに対する理解を図

る。パラリンピックの意義を学ぶ。 

５ 取組内容 ○ 車椅子バスケット体験講話 

はじめに、パラリンピックや障がい者スポーツの意義を学び、そ

の後、車椅子バスケット体験についての方法の説明を受ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 車椅子体験 

 ほぼ全員が、車椅子に乗った経験はないために、まず、はじめに

車椅子にのる体験からスタートする。 

 車椅子の不自由さをはじめて 

体験する。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 車椅子バスケット体験 

 チームに分かれて、試合形式でバスケットを行う。 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

○ 車椅子に実際に乗りプレーをすることで、車椅子でスポーツを

することの大変さとそのプレーを実際に行っているパラリンピア

ンをはじめとする選手の尊さにも気づく。 

○ 生徒の感想より 

 

 

 

 

「車椅子でもいろいろなことができると知った。」 

 

 

「車椅子で困っている人がいたら、手伝う。」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「前は少し避けていたが、気持ちが変わった。」 

「かわいそうなのではないと感じた。」 

 

  

 

 

「パラリンピックの映像が活力にあふれていた。」 

 



 

 

 

「車椅子は不便だという概念を取り除きたい。」 

 

 

 

 

「みんなちがってみんないい。十人十色。」 

 

 

 

 

「車椅子に乗っている人の気持ちがわかった。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

「車椅子に乗っている人はかわいそうだと思っていたが感じ方が

変わった。」 

 

 

 

 

 

 

「障がい者に対して、積極的にみんなが同じように住める社会をつ

くっていきたい。」 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特

色） 

○ 生徒に、試合を通して車椅子バスケットを実際に体験させるこ

とにはとても意義がある。試合形式で時間をかけて取り組みを行

っている。 

○ 車椅子でスポーツすることの大変さと尊さを学ぶことができ

ている。 

８主な課題等 ○ 車椅子バスケットの体験を通して、障がい者スポーツへの理解

は深まっているが、その他の機会に障がい者教育との接点がなか

なかないために、単発の活動になっている面がある。 

９来年度以降

の実施予定 

○ 本校では、毎年、生涯学習課の予算で、２学年の生徒を対象に、

車椅子バスケットの体験授業を組んでいる。今後も継続して、行

っていきたい。 

 


